
古くから海上交通の要衝として繁栄し、今でも釣りや海水浴で賑わう観
光地。対岸の友ケ島は、旧日本軍の砲台跡など数多く残り、写真映
えする人気のスポット。令和2年度日本遺産に認定された「「葛

かつらぎしゅげん

城修験」ー
里
さとびと

人とともに守り伝える修
しゅげんどう

験道はじまりの地」の関連地でもある。海峡
で育った魚は身が引き締まり、中でも真鯛は食通を唸らせるうまさ。

➊鳥居をくぐると、海産物を売る店が並び、壺焼きの醤油の香りが旅情をそそる。➋創建は仁徳5年（西暦317年）3月3日。友ケ島に祀られていた少彦名命を
仁徳天皇が祠に納め、この地に移したのが始まりとされる。➌赤やピンクの色使いに、かわいいイラストが施されたお守りは、女性に人気のある淡嶋神社ならで
は。➍奉納された人形を運ぶのは力仕事。動きやすいようにと巫女さんたちはTシャツ姿。➎「今年の雛流しは、コロナの影響で一部行えなかった行程もありま
した。これからもいろんな困難があるでしょうが、地域の方と共に笑顔で歴史を積み重ねていきたいです」。

➊全国から奉納された雛人形と願い事を書いた形代を3隻の木舟に乗せ、お祓いをしたあと海に流す雛流しの神事。和
歌山市に春を告げる風物詩となっている。➋役目を終えた人形たちが境内に所狭しと並ぶ。➌奉納された雛人形の中で
最も古いもので明治時代のものと伝わる。➍狸や招き猫、縁起物の干支など陶器製の人形の奉納も多い。かわいらしい
光景に、思わず笑みがこぼれる。

「女性のための神社なので、女性の気持ちがわかるよう息子を育てています」。宮司としての思いに、母心も加わり、未来の宮司へ引き継ぐ準備が進められる。

創建以来、1700年受け継がれてきた思いを未来へ

淡嶋神社って
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狭
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司
が

誕
生
し
た
。「
2
年
前
、前
宮
司
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受
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ら
れ
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す
る
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と
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つ
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間
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か
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し
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ま
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れ
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も
あ

り
ま
す（
笑
）」と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
話
す
。
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社
は
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が
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る
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な
場
と
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て
崇
め
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や
七
五
三
な
ど
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あ
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ば
訪

れ
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別
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わ
れ
て

い
ま
す
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か
し
前
宮
司
は
当
社
を〝
人
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楽
し
く
集
ま
り
賑
わ
う
場
所
、憩
い
の
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所
に

し
た
い
〟と
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く
話
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い
ま
し
た
。そ
ん
な
思

い
は
前
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司
か
ら
私
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と
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れ
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て
息

子
へ
託
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
優
し
げ
に

語
っ
た
。
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